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1.  平成24年11月期第2四半期の連結業績（平成23年12月1日～平成24年5月31日）

(2) 連結財政状態

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年11月期第2四半期 6,540 5.2 867 △18.4 586 △26.3 319 △29.0
23年11月期第2四半期 6,216 △4.1 1,062 31.6 795 32.5 450 32.5

（注）包括利益 24年11月期第2四半期 321百万円 （△32.7％） 23年11月期第2四半期 477百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益 潜在株式調整後1株当たり四半期
純利益

円 銭 円 銭

24年11月期第2四半期 3,463.62 3,379.96
23年11月期第2四半期 5,254.66 4,961.30

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

24年11月期第2四半期 31,667 11,108 31.7 112,862.03
23年11月期 31,284 11,550 33.5 104,893.85
（参考） 自己資本 24年11月期第2四半期 10,032百万円 23年11月期 10,489百万円

2.  配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

23年11月期 ― 550.00 ― 600.00 1,150.00
24年11月期 ― 600.00
24年11月期（予想） ― 600.00 1,200.00

3. 平成24年11月期の連結業績予想（平成23年12月 1日～平成24年11月30日）
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 12,912 1.5 1,706 △8.1 1,129 △14.3 624 △15.8 6,242.00



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

(4) 発行済株式数（普通株式）

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく

四半期財務諸表のレビュー手続きは終了しておりません。

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、当社と

して、その実現を約束する趣旨のものではありません。実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績
予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料２ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想に関する定性的情報」をご覧く
ださい。

※  注記事項

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 24年11月期2Q 100,000 株 23年11月期 100,000 株
② 期末自己株式数 24年11月期2Q 11,111 株 23年11月期 ― 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 24年11月期2Q 92,366 株 23年11月期2Q 85,771 株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報

当第２四半期連結累計期間における我が国経済は、欧州諸国に生じた債務危機による金融不安等により依然と

して厳しい状況にあるものの、復興需要等を背景として、緩やかに回復しつつあります。

当社グループの属する中古マンション業界におきましては、（財）東日本不動産流通機構によると、平成24年

５月度の首都圏中古マンションの成約件数は2,353件（前年同月比4.5％増）となり、３カ月連続で前年同月を上

回っております。

また、首都圏中古マンションの成約㎡単価は首都圏平均で37.64万円（前年同月比3.2％下落、前月比2.0％下

落）、成約平均価格は2,449 万円（同3.2％下落、同2.8％下落）となり、ともに２カ月連続で下落しておりま

す。

このような市場環境の中、当社グループは、基幹事業である中古マンション事業の収益力を引き続き強化し、

販売、リノベーション等の周辺の事業領域にも収益機会の拡大を図ってまいりました。ニッチ市場である賃貸中

の中古マンション物件については、賃料収入が安定的かつ確実な収益源として寄与しております。当第２四半期

連結累計期間は、中古マンション事業における売却収入等の増加により、売上高は増加したものの、市場環境の

変化を受けて利益率が低下し、また、インベストメント事業、アドバイザリー事業の前期終了案件による反動減

もあり、営業利益、経常利益及び四半期純利益は前年同四半期に比べ、減少しております。

この結果、当社グループの当第２四半期連結累計期間における業績は、売上高6,540,346千円（前年同四半期比

5.2％増）、営業利益867,504千円（同18.4％減）、経常利益586,081千円（同26.3％減）、四半期純利益319,919

千円（同29.0％減）となりました。

セグメントの概況は、次のとおりであります。

（中古マンション事業）

中古マンション事業におきましては、売却件数が増加し、売上高が増加したものの、市場環境の変化を受けて利

益率が低下したため、営業利益が減少いたしました。この結果、売上高は6,096,731千円（同7.8％増）、営業利益

は905,183千円（同10.0％減）となりました。

なお、当第２四半期連結累計期間の売上原価に含まれる販売用不動産評価損は17,783千円であります。

（インベストメント事業）

インベストメント事業におきましては、新規投資を再開したものの、保有不動産の売却が一巡したため、売上

高及び営業利益が減少いたしました。この結果、売上高は330,938千円（同21.6％減）、営業利益は30,243千円

（同63.4％減）となりました。

なお、当第２四半期連結累計期間の売上原価に含まれる販売用不動産評価損は12,802千円であります。

（アドバイザリー事業）

アドバイザリー事業におきましては、子会社の仲介業務は引き続き順調に推移したものの、一部の証券化案件の

契約が終了したことから、ＳＰＣ管理報酬等が減少し、売上高及び営業利益が減少いたしました。この結果、売上

高は112,676千円（同17.6％減）、営業利益は78,774千円（同26.7％減）となりました。

（２）連結財政状態に関する定性的情報

①資産、負債及び純資産の状況

当第２四半期連結会計期間末における総資産につきましては、前連結会計年度末に比べ、383,034千円増加

し、31,667,512千円となりました。これは主として、固定資産としての不動産の取得により建物及び構築物が

338,127千円、土地が782,730千円増加した一方、販売用不動産の売却等により販売用不動産が826,843千円減少

したことによるものであります。

負債につきましては、前連結会計年度末に比べ、825,741千円増加し、20,559,470千円となりました。これは

主として、長期借入金が3,617,663千円増加した一方、短期借入金が1,524,920千円、１年内返済予定の長期借

入金が1,338,289千円減少したことによるものであります。

純資産につきましては、前連結会計年度末に比べ、442,706千円減少し、11,108,041千円となりました。これ

は主として、利益剰余金が220,349千円増加した一方、自己株式の取得（純資産の減少）により自己株式が

652,472千円増加したことによるものであります。

②キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に

比べ、16,858千円増加し、2,631,370千円となりました。この主な増減は、次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間において営業活動により獲得した資金は1,454,279千円（前年同四半期は398,579千

円の使用）となりました。これは主として、販売用不動産の売却等による販売用不動産の減少額1,064,425千

円、税金等調整前四半期純利益586,081千円によるものであります。

１．当四半期決算に関する定性的情報



（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間において投資活動に使用した資金は1,414,154千円（前年同四半期比 1,411,226千

円増）となりました。これは主として、有形固定資産の取得による支出1,408,154千円によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間において財務活動に使用した資金は23,266千円（前年同四半期は1,049,139千円の

獲得）となりました。これは主として、長期借入れによる収入6,167,200千円、長期借入金の返済による支出

3,887,826千円、短期借入金の純減額1,524,920千円、自己株式の取得による支出750,422千円によるものであり

ます。

（３）連結業績予想に関する定性的情報

平成24年1月16日に公表しました平成24年11月期第２四半期の連結業績予想を修正しております。平成24年6月15

日公表の「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。

なお、平成24年11月期の通期連結業績予想に変更はありません。１ページ「３．平成24年11月期の連結業績予想

（平成23年12月1日～平成24年11月30日）」のとおりであります。

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

・「１株当たり当期純利益に関する会計基準」等の適用

第１四半期連結会計期間より、「１株当たり当期純利益に関する会計基準」(企業会計基準第２号 平成22年６

月30日)及び「１株当たり当期純利益に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第４号 平成22年６

月30日)を適用しております。

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額の算定にあたり、一定期間の勤務後に権利が確定するストック・

オプションについて、権利の行使により払い込まれると仮定した場合の入金額に、ストック・オプションの公正

な評価額のうち、将来企業に提供されるサービスに係る分を含める方法に変更しております。

これらの会計基準等を適用しなかった場合の前第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純

利益の金額は、4,959円77銭です。 

（４）追加情報

・「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準」等の適用

第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び

誤謬の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号 平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正

に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号 平成21年12月４日）を適用しております。

２．サマリー情報（その他）に関する事項



３．四半期連結財務諸表
（１）四半期連結貸借対照表

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年11月30日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年５月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,614,512 2,631,370

営業未収入金 46,773 42,578

販売用不動産 24,190,519 23,363,676

繰延税金資産 47,757 34,459

その他 229,752 269,230

貸倒引当金 △11,374 △4,775

流動資産合計 27,117,941 26,336,539

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 1,186,107 1,567,421

減価償却累計額 △444,042 △487,229

建物及び構築物（純額） 742,064 1,080,192

土地 2,024,546 2,807,277

その他 68,418 42,163

減価償却累計額 △30,972 △32,807

その他（純額） 37,446 9,355

有形固定資産合計 2,804,057 3,896,824

無形固定資産 9,754 13,008

投資その他の資産

投資有価証券 1,090,000 1,090,000

繰延税金資産 20,343 42,304

その他 242,380 288,835

投資その他の資産合計 1,352,723 1,421,139

固定資産合計 4,166,535 5,330,972

資産合計 31,284,477 31,667,512



（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年11月30日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年５月31日)

負債の部

流動負債

営業未払金 143,991 139,755

短期借入金 2,556,840 1,031,920

1年内返済予定の長期借入金 4,996,127 3,657,838

未払法人税等 214,981 227,309

その他 564,997 579,448

流動負債合計 8,476,937 5,636,271

固定負債

長期借入金 11,224,587 14,842,250

その他 32,204 80,948

固定負債合計 11,256,791 14,923,198

負債合計 19,733,729 20,559,470

純資産の部

株主資本

資本金 3,573,038 3,573,038

資本剰余金 3,541,478 3,541,478

利益剰余金 3,374,867 3,595,216

自己株式 － △652,472

株主資本合計 10,489,385 10,057,262

その他の包括利益累計額

繰延ヘッジ損益 － △25,069

その他の包括利益累計額合計 － △25,069

新株予約権 41,651 55,245

少数株主持分 1,019,711 1,020,603

純資産合計 11,550,748 11,108,041

負債純資産合計 31,284,477 31,667,512



（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
（四半期連結損益計算書）
（第２四半期連結累計期間）

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年12月１日
至 平成23年５月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年12月１日
至 平成24年５月31日)

売上高 6,216,424 6,540,346

売上原価 4,610,499 5,078,592

売上総利益 1,605,924 1,461,754

販売費及び一般管理費 543,114 594,249

営業利益 1,062,810 867,504

営業外収益

受取利息 237 399

償却債権取立益 － 2,033

補助金収入 319 2,375

その他 197 679

営業外収益合計 753 5,488

営業外費用

支払利息 185,706 216,046

支払手数料 70,194 70,865

その他 12,220 0

営業外費用合計 268,120 286,912

経常利益 795,442 586,081

税金等調整前四半期純利益 795,442 586,081

法人税、住民税及び事業税 273,268 234,372

法人税等調整額 44,561 5,219

法人税等合計 317,829 239,591

少数株主損益調整前四半期純利益 477,613 346,489

少数株主利益 26,913 26,570

四半期純利益 450,699 319,919



（四半期連結包括利益計算書）
（第２四半期連結累計期間）

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年12月１日
至 平成23年５月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年12月１日
至 平成24年５月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 477,613 346,489

その他の包括利益

繰延ヘッジ損益 － △25,069

その他の包括利益合計 － △25,069

四半期包括利益 477,613 321,420

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 450,699 294,849

少数株主に係る四半期包括利益 26,913 26,570



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年12月１日
至 平成23年５月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年12月１日
至 平成24年５月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 795,442 586,081

減価償却費 26,867 81,827

貸倒引当金の増減額（△は減少） 10,755 △6,599

受取利息 △237 △399

支払利息 185,706 216,046

株式交付費 11,191 －

社債発行費償却 1,028 －

営業債権の増減額（△は増加） △8,728 4,195

販売用不動産の増減額（△は増加） △652,180 1,064,425

営業債務の増減額（△は減少） △80,223 △6,051

その他 △49,761 △52,023

小計 239,860 1,887,502

利息の受取額 235 394

利息の支払額 △183,740 △213,020

法人税等の支払額 △454,935 △220,597

営業活動によるキャッシュ・フロー △398,579 1,454,279

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △2,928 △1,408,154

無形固定資産の取得による支出 － △6,000

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,928 △1,414,154

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 185,780 △1,524,920

長期借入れによる収入 5,401,600 6,167,200

長期借入金の返済による支出 △5,616,350 △3,887,826

社債の償還による支出 △50,000 －

株式の発行による収入 1,201,146 －

自己株式の取得による支出 － △750,422

自己株式の処分による収入 － 58,380

配当金の支払額 △45,650 △60,000

少数株主への配当金の支払額 △27,386 △25,678

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,049,139 △23,266

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 647,631 16,858

現金及び現金同等物の期首残高 2,057,298 2,614,512

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,704,930 2,631,370



該当事項はありません。

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自平成22年12月１日 至平成23年５月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．セグメント利益の調整額△132,739千円は、各報告セグメントに配分していない販売費及び一般

管理費の全社費用であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自平成23年12月１日 至平成24年５月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．セグメント利益の調整額△146,696千円は、主に各報告セグメントに配分していない販売費及び

一般管理費の全社費用であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

当社は、当第２四半期連結累計期間において、平成24年１月16日及び平成24年２月９日開催の取締役会における

自己株式の取得決議に基づき、自己株式の取得を行いました。この自己株式の取得等により、当第２四半期連結会

計期間末において自己株式が△ 千円となりました。

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報等

（単位：千円）

中古マンシ
ョン事業

インベスト

メント事業

アドバイザ
リー事業

合計
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

売上高

外部顧客への売上高 5,657,765 421,870 136,789 6,216,424 － 6,216,424

セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ － 102,184  102,184 △102,184 －

計 5,657,765 421,870 238,974 6,318,609 △102,184 6,216,424

セグメント利益 1,005,456 82,653 107,438 1,195,549 △132,739 1,062,810

（単位：千円）

中古マンシ
ョン事業

インベスト

メント事業

アドバイザ
リー事業

合計
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

売上高

外部顧客への売上高 6,096,731 330,938 112,676 6,540,346 － 6,540,346

セグメント間の内部

売上高又は振替高
13 － 136,730 136,743 △136,743 －

計 6,096,744 330,938 249,407 6,677,090 △136,743 6,540,346

セグメント利益 905,183 30,243 78,774 1,014,201 △146,696 867,504

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

652,472
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